
　建物と土地の所有についての質問では、自己・

家族の所有とする回答数が約半数で、この比率は

事業者（２８６件）も住民（２９５件）もほぼ同じでした。

建物と土地の所有者について

　空洞化している中心市街地のまちづくりに望むこ

ととして、「大型店誘致」が最も多く（２７％）、次いで

「高齢化社会に備えたまちづくり」でしたが、その両

者を選んだ人は少なく、まちづくりに対する回答者

の思惑の相違があるようです。

　このように大型店誘致の声がある中で、市商振連

では、現在実施中の稲生町コンパクトタウン検討

会で、大型ＳＣジャスコの申し入れについて、まち

づくりの一環としてどのように対応すべきか話し合

いをすることにしています。

　前問で「大型店誘致」「大規模再開発」「ミニ開発」

を望む方（１５８件）にまちづくりへの」参加を問うと、

実に６０％がまちづくりに「積極的に参加したい」ま

たは「条件が整えば参加したい」と答えました。

まちづくりへの参加について

稲生町での居住について

　当まちづくり情報などで毎回取り上げていた「中

心市街地活性化基本計画」ですが、７８％の方が

何らかの方法で知ったと答えていますが、一方で「知

らない」と答えた方の割合は１９％にのぼり、基本

計画を理解していただくことの難しさを痛感しました。

　最後に回答者の職業、年齢、家族構成をうかが

ったところ、自営業と答えた方が過半数を占めまし

た。また、回答者の６割以上が５０代以上で、家族

構成は３名以下が６割以上でした。

　この他、５２名の方から貴重なご意見ご感想をい

ただきました。

　これらを含め、まちづくりアンケートの集計結果は

今月、来月と開催される稲生町コンパクトタウン検

討会にも稲生町住民･商業者のご意見としてとり入

れていきたいと考えております。

　　稲生町に住む

回答者（２０４件）

に対し今後の居

住について聞くと、

６割が「ずっと住

みたい」「当分の

間住みたい」と答

えましたが、一方

で３割の方が無

回答で、複雑な事情も絡んで

いるものと思われます。

　住みつづけたいと答えた方（１７８件）の理由につ

いては、生活に便利であり、住みなれたところだか

らという回答が多く、稲生町に対し愛着の念を持っ

ておられるように見受けられました。

　一方で、まちづくりに望むこととして、「高齢化社

会に備える」「共同駐車場」「公共施設誘致」と答え

た方（１７３件）が望まれる施設は、「駐車場」が３２％、

高齢者住宅が２４％、老健施設が１８％、休憩所が

１７％でした。

一人暮し
６４件

二名
７０件

三名
６９件

四名
４０件

五名
３３件

六名
１９件

七名
６件

無回答
２１件

自営業
１８４件

会社役員
３９件

会社員
４６件

無職
３０件

その他
１１件

無回答
１２件

生
活
に
便
利

住
み
慣
れ
て
い
る

自
宅
が
あ
る

仕
事
に
便
利

商
売
し
や
す
い

道
路
・
水
道
整
備

安
全
知
人
や
親
戚
が
多
い

教
育
環
境

余
暇
活
動

そ
の
他

市
広
報

ま
ち
づ
く
り

�

　
情
報

新
聞

町
内
会
の
会
合

ま
ち
づ
く
り

�

懇
談
会

知
ら
な
い

無
回
答

積極的に
参加したい
３０件

条件が整えば
参加したい
７０件

どちらとも
いえない
４７件

条件が整っても
参加しない
１１件

その他・無回答
７件

２０～２９歳
１４件

３０～３９歳
３６件

４０～４９歳
５２件

５０～５９歳
９０件

６０～６９歳
７３件

７０歳以上
４８件

無回答
９件

ずっと住み
続けたい
１０６件

当分の間
住み続けたい
７１件

住みにくいので
移りたい　２１件

その他
６件

無回答
９１件

回答者の
家族構成

回答者の年齢

回答者の職業
（複数回答） （複数回答） （複数回答）

（複数回答）

（件）望まれる施設空洞化する中心市街地の
　　　　　　まちづくりに望むこと

大
型
店
誘
致

大
規
模
再
開
発

ミ
ニ
開
発

高
齢
化
社
会

�

に
備
え
る

共
同
駐
車
場

公
共
施
設
誘
致

個
店
の
努
力

新
た
な
開
発
は

�

期
待
せ
ず

そ
の
他

無
回
答

無
料
駐
車
場

高
齢
者
住
宅

老
健
施
設

休
憩
所

公
園
図
書
館

公
民
館

病
院
保
育
所

そ
の
他

稲生町に住みつづけたい理由

中心市街地活性化基本計画を
どのような方法で知ったか


